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おもちゃパーティー

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

秋田県教育庁・南教育事務所の阿部裕子指導主事をお招きして、特別支援教育について、
先生方みんなで勉強する会がありました。
この日は、１２月に行われる大仙市の特別支援学級の友だちが交流する「なかよし教室」

に向けて、事前に「なかよしメール」を作って届けるための学習でした。これまで勉強し
て身に付けた国語の力やコミュニケーション能力、そして、ＩＣＴ活用能力をフルに使っ
てがんばりました。

阿部指導主事からは、「とてもわかりやすいシンプル
な授業で、子どもを大事にしながら、寄り添って背中を
押してあげる支援が素晴らしかったし、観ていてとても
癒やされる素敵な授業でした」とお話をいただきました。
参観していた先生方も、３人の勉強に感心しながらも、
とても心地よい時間を過ごさせてもらいました。
授業のスタートには、２人がパソコンで作成した、オ

リジナルの名刺を阿部指導主事にプレゼントしました。
初めて会う人に緊張しながら、はっきりとお話すること
ができました。

①まず、今日まで勉強の流れ ②次に、自分でがんばりたい ③そして、写真にコメントを
を確かめました。 めあてを選びます。 考えて、パソコンに入力。

緊張したといいながら、ずっと笑顔
で勉強している姿から、本物の授業の
在り方を教えられました。
何をどのように勉強するかという、

見通しとめあてをもって学ぶことは、
安心して心をひらいて学習することに
つながっていました。
そして、パソコンの使い方にも慣れ

てきて、上手にマウスやキーボードを
操作していることが、とってもかっこ
よかったです。

④最後は、２人が作った作品を見せ合って、大満足
の２人でした。

特別支援教育セミナー あゆみ学級



第３９回「海とさかな」自由研究・作品コンクール

朝日学生新聞社主催の、全国規模のコンクールで６年生の長澤美来さんが、見事に文部
科学大臣賞を受賞しました。【裏面に掲載】
自分の住む大仙市と、お母さんの生まれ育った宮城県の江島という地域を比べながら、

漁師をしているおじいさんから教えてもらったことや実際の体験を通して、美来さん自身
が考えたことが、選りすぐりの言葉でしっかりと表現されています。自然や災害、感染症
の広がりへの考え、そして、やさしい家族愛に満ちた心と力に圧倒されます。
私たちの仲間の作品が、広く認められたことは、横堀小学校の新しいパワーや発信力に

つながりそうです。
チャレンジすると決めると努力が必要になって、時間もかかって苦労します。そうして、

得られた栄誉ですね。ちなみに、表彰式は１２月５日（土）オンラインで実施されます。

第２３回秋田県小学生学年別剣道大会
５年男子の部敢闘賞（ベスト８） ５年・籾山遼佑

※剣道は仙北地域の伝統の武道。その中で、日々自分の心技体を鍛え続ける
剣士はかっこいい！寒くなるけど、自分で、みんなで、がんばれ！。

令和２年度大曲仙北ミニバスケットボール冬季交歓大会
第３位 仙北ミニバスケットボールクラブ

※様々な大会が中止された今年。バスケ連盟が練りに練った感染症予防対策
を徹底してくれたおかげで、練習の成果を発揮できる場面ができました。
そして、決してメンバーが多いわけでもない中で、堂々の第３位はとても
立派です。試合を重ねる度に、どんどんよいチームに成長できましたね。

大仙市「読書通帳」 ２００冊賞
３年生 小松 依史さん

※横堀に、どんどん読書の輪が広がっていますね。次は君だ！

冬に備えて、花壇の片付け

天気予報に雪だるまが続いて見えてきました。学校でも、
みんなで花壇の整備をがんばりました。
こういう活動のときにも、横堀の子どもたちの素直さや

真面目さを感じます。いやな顔をしないで、みんなと作業
することを楽しむことも、将来につなげてほしい心です。
こうして、 ６年生にとっては、行事や学校での１コマが
いよいよ「小学校最後の・・・」になっていくんだなぁ

と感じます。

文部科学大臣賞 長澤美来さん おめでとう！

器楽部 Bright Eyes ラストコンサート
夏の秋田県バンドフェスティバルや、秋の大曲仙北交流演奏会が中止となって、頑張

り方がとても難しかった今年の活動。それでも、明るくかわいい新入部員と、６年生を
中心とした、とっても頼りになる上級生とががんばってきた成果を発表します。
今年は、多くのお客様を入れない形での開催となりますが、素敵なハーモニーが響き

合うことと思います。

ラストコンサート １２月１３日（日） 横堀小学校・ホールにて


